
 

 

 

熱中症対策の義務化に備える！ 

10人を同時冷却するスポットクーラーを 6月から販売 
～ 単相 200V スポットクーラー × 分散ダクトで 簡易設置型の冷却システム～  

 

三協エアテック株式会社（本社：大阪府大阪市北区、代表取締役社長：加来 裕生）は、深刻化する熱中症リス

クに対応すべく、最大 10 人を同時に冷却する業務用スポットクーラー「SAT-SC4500」を、2025 年 6 月 2

日（月）より販売開始いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

本製品は、単相 200V・2 馬力の冷房能力を備えたツインダクト仕様で単相では最大の冷房能力を有していま

す。さらに、冷房能力を最大限に引き出す専用ダクト「エアホースワン」との組み合わせにより、1 台で最大

10 人の同時冷却を実現します。  

空調のない現場や仮設スペースにもすぐ導入できる「簡易設置型の冷却システム」として、販売・レンタルの

両形式で提供予定です。なお、大阪本社・東京支店にて、実際の冷却効果を体感いただけます。 

 

 

 

 

報道関係各位 

 

2025 年 5 月 22 日 

三協エアテック株式会社 



 

なぜスポットクーラーで 10 人を同時冷却できるのか？ 

■理由①：冷房能力の違い 

・単相 200V・2 馬力のスポットクーラー 

・単相では最大の 4500W の冷房能力で 1 馬力タイプに比べて高出力 

■理由②：冷却範囲の違い 

・冷風分散ダクト「エアホースワン」を接続することで、最大 10 か所の広範囲に冷気を供給 

・スポットクーラーから離れた作業者にも冷風を届けることが可能 

 

【開発の経緯】 

三協エアテックは、当初大型空調機と組み合わせて使用する冷風分散ダクトを開発し、東京ドームや大阪城公

園など大規模イベント現場での熱中症対策に貢献してきました。その後、「もっと小規模な現場でも使いたい」

「手軽に設置できるものが欲しい」といった現場の声に応え、2023 年には 1 人用スポットクーラー向けの軽

量・簡易型の冷風分散ダクトを開発・発売。製造現場や物流倉庫、ガレージやビニールハウスなど幅広い環境

で利用され、2024 年モデルは生産分が完売するなど、高いニーズを実証しました。 

さらに、「1 人用スポットクーラーでは冷却が不十分」「もっと広く冷やしたい」という要望を受け、エアホー

スワンの冷風分散機能を最大限に活かすための専用機器として、高出力スポットクーラー「SAT-SC4500」を

開発。 2025 年 6 月 1 日からは、職場における熱中症対策が罰則付きで義務化されることもあり、空調の行き

届かない現場での活用が期待されています。 

 

製品仕様 

■スポットクーラー（型式：SAT-SC4500） 

 
※1 強冷風モードで運転した時の値です。 

 

■冷風分散ダクト エアホースワン（吹出口 10 個の場合） 

・主材料：高密度不織布（125Φ,40g/m） 

・内容：ダクト 4 種 14 本 

・利用環境に応じて、構成変更や追加など柔軟な設置が可能 



 

  

 

■システム構成例（吹出口 10 個の場合） 

 

 

▼製品情報ページ 

https://www.sat.co.jp/product/other/airhoseone/ 

 

会社概要 

社名：三協エアテック株式会社 

大阪本社：〒530-0012 大阪市北区芝田 2 丁目 5 番 6 号 

東京支店：〒111-0055 東京都台東区三筋 2 丁目 6 番 11 号 

代表取締役：加来 裕生 

事業内容： オゾン関連製品、業務用空気清浄加湿装置、業務用空気清浄装置などの開発、製造、販売 

設立：1993 年 6 月  

HP：https://www.sat.co.jp 

 

【本件に関するお問い合わせ先】 

三協エアテック株式会社  担当：広報・IT 企画室 谷口・中村 

〒530-0012 大阪市北区芝田 2 丁目 5 番 6 号 

TEL：06-6374-6140  Mail：info@sat.co.jp 


